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厚生労働省がメタボリックシンドローム(内臓脂肪症候群)予防の

ための健診義務化を発表して以来，医学関連部門ではその準備に大

わらわである．医療関係者にとってすらも目新しい言葉であった，

“メタボリックシンドローム”という言葉がテレビのコマーシャル

にまで登場し，老若男女に広く普及してしまっている．“成人病”

が“生活習慣病”に呼び方が変化したように，これからは，“メタ

ボリックシンドローム”が“生活習慣病”に変わって使用される可

能性がある．世間的には，“メタボリックシンドローム”を短縮し

た“メタボ”という言葉が大手を振って通用しているようである．

ともかく，厚生労働省の「プロセス重視の保健指導」から「結果

を出す保健指導」への方針転換は，非常に良い方向転換であると考

えている．厚生労働省はこの新方針の成果として，医療費削減を主

要な目的として掲げているようであるが，そのような小さな(？)意

味合いではなく，もっと本質的な重要な医療改革の契機になる可能

性があると小生は思っている．予防医学の重要性が謳われてから随

分時間が経過しているようであるが，いまだに，現実の医療制度の

なかで予防医学を実践できるような体制は構築されていなかったと

いっても過言ではない．今回のメタボリンクシンドローム健診義務

化は，現実の医療の場に予防医学を制度として組み込む契機になる

可能性があるし，そこまで進めてゆくべきだと考えている．

もう一つの視点は，医療の標準化である．健診検査各項目につい

て，全国的な判断基準を作成しないことには，健診受診者を層別化

し保健指導をすることができない．その場合，検査結果は全国的に

標準化されていないことには共通の判断基準作成は不可能である．

また，その判断基準で層別化された集団の保健指導もそれぞれの層

で基準化されることになる．この考え方は，疾病の診断・治療にそ

のまま当てはめることができるのである．メタボリンクシンドロー

ム健診の義務化は，医療の標準化の推進にも有効な方向性であると

考えている．学生時代に，時の日本医師会会長が「医学は学問では

ない」と発言しておられるのを何かで読んで憤慨したのを思い出す

が，今や，分析結果を科学的基準で判定し，受診者を層別化(診断)

する．その診断(層別化)に対応する治療指針に従って治療する方向

性がつけられれば，医療も堂々と学問の領域に仲間入りすることが

できる．メタボリックシンドローム健診義務化がこれだけで終わら

ないで，予防医学の実践化と医療の標準化にまで進んでゆくことを

祈念している． (濱崎直孝)

バックナンバー

｢今月の主題」一覧
第 49 巻(2005 年)

13号 メタボリックシンドローム

第 50 巻(2006 年)

1 号 PK/PD解析を指標とした感染症治療

2 花粉症克服への展望

3 採血

4 検査室におけるインシデント・アクシ

デント

5 腎疾患と臨床検査

6 健康食品と臨床検査

7 ホルマリン固定パラフィン包埋標本か

らどこまで遺伝子検索は可能か？

8 皮膚科と臨床検査

9 高齢者の臨床検査値

10 認知症の動的神経病理

11 海外旅行と臨床検査

12 (増刊号)ナノテクノロジーとバイオセ

ンサ

13 臨床検査史─国際的な流れとわが国の

動向

第 51 巻(2007 年)

�号 乳癌と臨床検査

� 尿路感染症の診断

� 血管超音波検査

� 悪性リンパ腫

� 脂質

� 骨粗鬆症と臨床検査

� 不整脈検査

	 ヒト乳頭腫ウイルス(HPV)と子宮頸癌


 フローサイトメトリー

10 白血病

〔バックナンバーのお取り扱い〕

第 50 巻第 1 号以降は医学書院販売部が

お取り扱いします．それ以前のものは㈱

東亜ブック(東京都豊島区池袋 4-13-4，

電話 03-3985-4701，FAX03-3985-4703

http://www. toabook. com/)がお取り扱

いします．
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